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事務局の活動について
（公社）新潟県理学療法士会　　　　　　

事務局長　郷　　　貴　大　

　この度の熊本地震で被災された方およびご家族やお知り合いの方々におかれま
しては心よりお見舞いを申し上げます。
　新潟県士会も中越地震、中越沖地震と大きな災害に見舞われてきた中で、多
くの士会からご支援を頂きました。新潟県士会として、これまでの経験を活か
し、新潟県災害リハビリテーション協議会とともに JRAT（Japan Rehabilitation 

Assistance Team：大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会）や新潟 JRAT、JMAT（Japan 
Medical Association Team：日本医師会災害医療チーム）などの活動にできる限り協力していきます。本誌
が皆様のお手元に届くころに、被害が拡大していないことを祈るばかりですが、すでに災害支援が長期的・
継続的に必要であることは明確です。皆様のご理解ご協力を頂ければ幸いです。
　さて、昨年度より、協会の指示もあって地域包括ケアの活動に伴い事務局機能の強化を進めております。
しかし現在、協会および県、市町村とのやり取りも頻繁で、業務量も格段に増えております。皆様にご迷惑
をお掛けすることがないように努めますが、申請やお問合せなどの即日の対応が困難なこともありますので
ご理解のほどお願い致します。
　協会および県士会で近年特に問題視していますのが、会員の休・退会についてです。今年度は、事務局で
就業支援部、学術局でスポーツ活動支援部、社会局でブロック事業部と新しい部を設立しています。まずは
県士会の活動が魅力的になるよう事務局と各部局が連携し、社会および会員の利益となる県士会活動に努め
て参ります。ただ、皆様にご理解いただきたいことは、他団体の中でも高い組織率であるということが協会・
県士会の強みの１つであるということです。今後、会員のより良い就業環境を整備し、ひいては理学療法対
象者への理学療法を充足するために、より成熟した団体として官公庁と協議することが絶対的に必要です。
　会員の皆様におかれては、様々なご事情があることは重々承知しておりますが、今後も継続して在会いた
だき、県士会の活動に多くご参加頂ければ幸甚に存じます。



― 2 ―

「地域包括ケア推進部」よりお知らせ

「新潟県リハビリテーション専門職協議会」の活動について
（公社）新潟県理学療法士会　　

　会　長 　佐藤　成登志
 地域包括ケア推進部   　　

　深川新市　大野智也

　平成 27 年度に「地域包括ケア」を担当する部局として、新たに「地域包括ケア推進部」が立ち上がりました。
　平成 26 年度の「地域包括ケア」に関する活動については、平成 27 年 3 月 3 日及び 9 月 15 日の「おしらせ」
でも報告しましたが、今回はその後の活動について報告いたします。

　「専門職協議会」のこれまでの活動について簡単に振り返ります。
　平成 26 年 9 月 4 日に新潟県 PT・OT・ST3 士会で、これからの「地域包括ケアシステム」に関する活動
の進め方について話し合いました。
　平成 26 年 11 月 2 日に東京において、３協会主催の「地域包括ケア」に関する「戦略会議」が開催されま
した。それを受けて、12 月 4 日に新潟県 3 士会の合同会議を開催し「新潟県リハビリテーション専門職協議会」
の設立と協議会事務所を、理学療法士会事務局に置くことを決めました。ここまでの活動についてはすでに
3 月 3 日の報告の通りです。

　平成 27 年 3 月 16 日、3 士会で県医師会に挨拶に伺い、3 月 24 日に県庁、看護協会、市長会、町村会に「専
門職協議会」の立ち上げの報告とこれからの協力をお願いしてきました。
　「専門職協議会」の定期会議を偶数月に理学療法士会事務所で開催し、専門職協議会専用電話の導入と、市
町村・地区担当者名簿を作成し関係部署に配布しました。また 3 士会統一の名刺と啓発用パンフレットも作
成しました。
　「専門職協議会」の地域リハビリ推進連絡会において新潟県単独事業への協力と訪問リハビリテーション実
務者研修会を開催いたしました。
　「地域包括ケア推進部」として県内 30 市町村対応の地域包括ケア推進委員の任命と年 3 回の推進委員会会
議を開催し、情報共有を図りました。
　新潟県、新潟市より調査依頼のあった、県内のリハビリ専門職の会員数、訪問リハビリ従事者数、組織率
について皆様の協力で調査を実施し報告しました。

　平成 27 年度地域医療・介護基金による、介護予防リハビリテーション指導者育成事業の採択を受け、理学
療法士会が介護予防推進リーダー導入研修と専門研修（地域ケア模擬研修）を担当し、言語聴覚士会が地域
包括ケア推進リーダー特別研修を担当して無事終了いたしました。また、平成 28 年度の地域医療・介護基金
については、新潟県担当課と調整を行い、3 士会協議の上申請書を提出し採択されました。
　理学療法士会の各種研修会の終了者名簿を作成し、市長村からの各種事業の依頼に対応できるよう推薦者
名簿を整えてきました。

　これまでの「新潟県リハビリテーション専門職協議会」の取り組み、活動について、地域包括ケア推進部
として報告いたしました。これからも地域医療・介護基金を利用し、市町村事業に協力できる人材育成を進
めてまいります。
　この活動を通してリハビリ専門職の社会的地位の向上に取り組んでまいりたいと思います。
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介護老人保健施設　「葵の園・新潟島」

　介護老人保健施設「葵の園・新潟島」は 2013 年 4 月新潟市中

央区「新潟市歴史博物館みなとぴあ」のすぐ隣に開設しました。

　建物は信濃川沿いにあり、目の前には佐渡汽船の出入りがよ

く見える絶好のロケーションにあります。

　当法人葵会グループは病院、福祉施設、教育・保育施設、ホ

テルなど 100 施設以上を全国に展開、運営しています。

　実践する医療として「治す」と「防ぐ」を高いレベルで両立

することを掲げています。

　リハビリテーションスタッフは理学療法士５名、言語聴覚士

２名で、年齢の近いスタッフが多く協力し合って日々頑張って

います。

　当施設は、居室はユニット型個室は 40 室（40 床）、多床室は

15 室（60 床）の組み合わせで 100 床を設置し、新潟市で初めて

の人工透析クリニックを併設した老人保健施設になります。維

持透析利用者様へのリハビリテーションの提供は専門的な知識

も必要で、クリニックスタッフとの連携を図り進めています。

　施設入所のリハビリテーションに関しては 3 割は維持透析利用者にて在宅復帰のアプローチは難しく、入

所期間が長くなってしまいますが、穏やかな施設生活が送れるよう支援しています。

　また通所リハビリテーションは、定員 30 名で稼働しています。通所リハビリテーションでは、地域の皆様

のニーズにあったリハビリテーションを提供し、ご自宅で元気に生活できるよう支援しています。

　まだまだ新しい施設ですが、これからも質の高いサービスを提供し、利用者様には自分らしく安心で快適

な生活を提供できるようスタッフ一同頑張っていきたいと思います。

職場紹介１
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新潟県立中央病院

　当院は、新潟県の南西部に位置する、夜桜で有名な上越市に

あります。病床数は 530 床あり、約 900 人の職員が働く、県

立病院では最大規模の病院です。平成 9 年に救命センターと

NICU を併設する広域基幹病院として現在の地に新築移転しま

した。18 年が経過した昨年、内視鏡センター棟が増築され、上

越地域の高度急性期医療を担う病院として更なる発展が期待さ

れています。また地域連携センターを中心に、がんなどの相談

業務や各種疾患教室の開催、地域連携パスの企画運営など回復期や維持期医療との連携に力を入れています。

　当院のリハビリテーション科は、理学療法士 7 名、作業療法

士 4 名、言語聴覚士 2 名、受付事務員 1 名の計 14 名で業務を行っ

ています。場所は 2 階にあり、理学療法室は 400㎡程の細長いス

ペースの中に種々の治療器具を備え、リハビリ室から屋外遊歩

道につながる長いスロープもあります。理学療法の対象疾患は、

運動器・脳血管・呼吸器疾患をはじめ、心臓・がんのリハ施設

認可も得て、外科の術前後、内科の廃用予防、NICU を含む小児

疾患と幅広い対象を行っています。

　県立病院では毎年春に人事異動があります。今年も例年同様に転出職員を送り出し、転入職員を迎えました。

職員一同新たな気持ちで、地域の皆様のお役にたてるよう、日々仕事に励んでいます。

 

職場紹介２
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リレーエッセイ １

　　スポーツツーリズム
新潟リハビリテーション病院　内　藤　　　翼　

　私は、大学４年からランニングをしています。今年で6年目を迎えました。数年前からマラソン大会やトレ

イルランニング大会の前日に現地へ行き、観光を楽しんでいます。これまでに石川、長野、山形などへ行き

ました。また、日帰りでもマラソンついでに観光しています。

　最近では、大学時代の友人と能登和倉万葉の里マラソン（石川県）に参加しました。まずは、富山県に立

ち寄り、富岩運河環水公園、三井アウトレットパーク北陸小矢部、そして石川県の能登へ。翌日、マラソンが

あったので地物の海鮮やお酒は頂けませんでしたが、

とても充実した時間を過ごすことができました。今度

は、足を伸ばして北海道へ行きたいなと思っています。

マラソン以外でも研修で遠出する時も、前泊して観光

に出掛けています。みなさんも、ぜひスポーツツーリズ

ムを楽しんでみませんか？？

　次は、桑名病院の岩崎理沙さんです。

リレーエッセイ ２

　　私の大好きなスポーツ
新潟県立新発田病院　曽　我　崇　大　

　私の大好きなスポーツは野球です。

　昨年、高校時代のチームメイトと草野球チームを作りました。主に毎週日曜日に練習や試合をしていま

す。野球を通じて新しい仲間も増えました。チームメイトはほとんどが同じ年であるため気を遣うこと無く

楽しく活動しています。また、練習や試合後の食事や定期的に飲み会が開催されるなど野球を離れても楽

しい時間を過ごしています。

　４月から新潟市内のリーグおよび大会に参加します。みんな

で一つの目標に向かうことは高校時代を思い出しワクワクしま

す。

　私ごとですがコツコツとお金を貯めてグローブをオーダーし

ました。自分の大好きなことにお金を使う事は気持ちが良いで

す。皆さんの大好きな○○は何でしょうか？

　次は新潟大学医歯学総合病院の加藤諄一さんです。
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 新潟リハビリテーション大学医療学部　　
 リハビリテーション学科　理学療法学専攻

髙　橋　明　美

Ｑ１. 専門理学療法士を目指したきっかけを教えて下さい。

　私が専門理学療法士を取得したのは 2010 年ですので、2009 年に専門理学療法士制度（認定理学療法
士含む）の改革が承認されて、間もなく申請しました。当時専門理学療法士申請にあたっては、基礎プ
ロ更新と領域登録（7 年以上）、学術実績が認定要件であり、現行の新制度とは異なり、認定試験はあり
ませんでした。専門理学療法士になるという明確な目標があったわけではなく、制度ができたことによ
り、専門理学療法士になる機会を与えられたことが理由です。

Ｑ２. 専門理学療法士を取得するまでの苦労と喜びを教えて下さい。

　専門理学療法士になる上での苦労はあまり経験せずに取得することができたと思います。といいます
のも、前述しましたように、旧制度ではそれまでの業績が認定要件でしたので、研修会等の参加や学会
発表のポイントが大きく、その他査読や著書などのポイントによって取得できたと思います。しかしな
がら、取得できた時にはそれまでの業績が認められたということで、やはり喜びはありました。

Ｑ３. ご自身の専門分野についての関わりやオススメを教えて下さい。

　私は神経分野で専門理学療法士を取得しました。現在は、教育機関に勤務していますが、臨床では中
枢神経疾患の方に関わることが多かったことから、そこで専門性が培われてきたと思います。その昔は、
脳はブラックボックスであり、その出方は千差万別であるというのが中枢の症例像でした。それは今も
変わらないところですが、それについては近年かなりクリアになってきていると思います。画像など得
られる情報が多くなったこと、治療効果に対するエビデンスが蓄積されてきたことなどが理由です。
　今後はこうした情報を得ることで、より戦略的な介入が可能となってきます。得られた情報と治療効
果を結びつけながら、介入していくことをお勧めします。

Ｑ４. 専門理学療法士となって、どのように変化がありましたか？

　特に大きく変化したことはありません。ただ、より専門性を高めようという意識が変わったことは確
かです。

Ｑ５. 今後、専門理学療法士として目指すことがあったら教えて下さい。

　現在教育機関に勤務している関係で、臨床にいる時ほど症例をみる機会は少なくなりました。今後は
臨床も一部継続しながら研究も行い、臨床との橋渡しができればと考えています。その中で、専門理学
療法士としての skill が高められるよう努力していきたいと思います。

Ｑ６. これから同じ専門理学療法士を目指す方にメッセージをお願いします！

　専門理学療法士制度ができた背景には質の担保があります。いつの時代も変わらず、理学療法士とし
て責任を持って質を高める努力をしていかなければなりません。より高い目標として“専門理学療法士”
を目指すことをお勧めいたします。

専門理学療法士にインタビュー！

 新潟リハビリテーション大学医療学部　　
 リハビリテーション学科　理学療法学専攻
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長岡西病院　平林　尚也

　平成 28 年 1 月 31 日に新潟

医療福祉大学で開催された

「地域包括ケア導入研修会」

に参加させていただきまし

た。研修の内容は①地域包括

ケアシステムの概要②地域ケ

ア会議の現状③地域ケア会議に求められる理学療法

士の役割を受講し、最後に地域包括ケア会議の模擬

映像を見ながら事例演習を行いました。

　今回の導入研修では今後日本が迎える超高齢化社

会を地域でどのようにして問題解決していくか、地

域における理学療法士の役割や関わり方を学ぶこと

が出来ました。また、地域ケア会議では多職種と意

見を交わし、連携して利用者の問題解決に取り組ん

でいく重要性を学ぶことが出来ました。

　今後はさらに地域包括ケアシステムの理解を深め

ていきたいと思います。

　最後になりましたが、今回貴重な講演をしてくだ

さった講師の先生方をはじめ、本研修会運営にご尽

力されました先生方に感謝申し上げます。

看護リハビリ新潟保健医療専門学校

各種車椅子・座位保持装置・ベッド・コミュニケーションエイド
福祉機器・介護用品・介護保険レンタル・住宅改修

㈱ Ｇ・Ｔ・Ｂ (オーエックス新越）

〒956-0017 新潟県新潟市秋葉区あおば通2-28-27
TEL 0250-25-2626  FAX 0250-25-7710

http://www.gtb-niigata.jp

――――――――― 研修会参加記 ―――――――――



― 12 ―

　そろそろ梅雨の季節となりますね。雨の天気
が続くと、どうも気分的にもすぐれないかもし
れませんが、梅雨を乗り切れば、夏が待ってい
ます！イマイチなときこそ、マイナスに考えず、
楽しいことをポジティブに考えながら日々を送
れるようにしたいものですね。 （Y）

編集後記 ゆきわり草　No.175

編集責任者　松　林　義　人

問い合せ先　新潟リハビリテーション大学
　　　　　　〒958-0053　村上市上の山2−16
　　　　　　TEL（0254）56−8292
　　　　　　FAX（0254）56−8291
　　　　　　E-mail：matsubayashi@nur.ac.jp

今後の広報活動について
　広報部では、会員のみなさまになるべくリアルタイムな情報をお届けできるようにホームページのリニューアルを計画
しています。今後、研修会の案内や会員のみなさまの活動報告などは、ホームページへの掲載に移行していきますので、
現在年5回発行している「ゆきわり草」を平成28年度より年4回と変更させていただきます。
　また、すでに情報発信と会員のみなさまの活発な情報交換ができるように、Facebook も実施しています。
多くの会員の方々に参加していただき、より良い（公社）新潟県理学療法士会となるようご参加を宜しくお願い致します。

　なお、Facebook への参加をご希望される方は、「Facebook」のアカウント取得後に、「新潟県理学療法士会」で検索し、
「グループに参加する」をクリックしてください。管理人による承認後から参加可能となります。
　※ 管理・運用の都合上、職場名等、新潟県理学療法士会の会員とわかるようプロフィール欄に登録をお願いいたします。
どうしても登録できない場合は、お手数ですが、下記までご連絡ください。確認後、承認させていただきます。

　（社）新潟県理学療法士会　広報部　松林義人　：　matsubayashi@nur.ac.jp

Facebook グループ名
新潟県理学療法士会 メンバー数　179名　（4月28日現在）

【Facebook の参考になるHP】
「Facebook navi（フェイスブックナビ）」　http://f-navigation.jp/manual/

～祝電～お祝い電報依頼方法変更します。
　県士会では会員の結婚式に際しまして、ご結婚のお祝い電報を送っております。ご連絡は結婚
式が決定している会員本人または会員の同僚や友人からでも結構ですので是非、ご一報ください。
　また、平成 28年度から依頼方法を変更しメールでの取り扱いとさせていただきます。事務局に
て受け付けますので下記までご一報ください。

連絡先： 新潟県理学療法士会事務局　　E-mail：jimukyoku@nipta.jp
必要事項： ご結婚される方の名前（ひらがな含む）、挙式場の住所・電話番号、日時など教えてい

ただきます。

（問い合わせ先）新潟県立十日町病院　リハビリテーション科　風間美子
　　　　　　　　電話：025-757-5566　　E-mail：reha@tokamachi-hosp-niigata.jp

厚生部より

広報部ニュース

平成 28年度総会のお知らせ
 総務部部長　風　間　美　子
　平成 28 年度総会を 6 月 19 日（日）に第 97 回研修会終了後開催いたします。
　今後の県士会活動を決定する大切な総会となります。できるだけ多くの会員のご出席をお願いいたし
ます。

日時：平成28年６月19日（日）14：45～　　
会場：新潟市万代市民会館６階 多目的ホール

＊総会は地域包括ケア推進リーダーと介護予防推進リーダー取得のための「士会指定事業」となります。
＊駐車スペースが限られていますので、車で来場される方は近隣の有料駐車場をご利用ください。
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